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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

・北山　和子様・・左踵部より浸出液、悪臭、熱感有りますので足浴しラップ療法による処置にて観察して行きましょう。

・山下　さき様・・衣類購入の希望ありましたが、貯金残高が少ない為家族に確認したところ、２月１０日以降に入金予定との事です。その後で買いたいと思いますが好みがあるのでカタログ注文にしたいとおもいます。受け持ちスタッフに朱夏の人にカタログがないか聞いてもらいたいと思います。

・田端　玲子様・・２月１２日（日）の外出の件で許可がおりたので忘薬等ないよう、きちんと説明し安全に外出していただきましょう。

・見付　喜久様・松浦　佐恵子様

　　　　　　　　利尿剤とカリウム補助剤が７日分継続処方となっています。

・前野　好三様・・シンラックが１本処方となっています。引き続き排便状況を観察して行きましょう。

・野里　朝子様・・両下肢に浮腫が見られる為、利尿剤とカリウム補助剤が７日分処方となりました。

　　　　　　　　　先月の血液検査で低蛋白・貧血があり、今月の定期採血の結果を見て処方を考えていくそうです。

＜週間予定＞

１月８日（水）

歯科受診

　　　　　　　対象者・・五十嵐　タイ様、鈴木　サダ様、松浦　佐恵子様、槇　滋様、

　　　　　　　上村　木一様

皮膚科受診

　　＜主治医ケースカンファレンス＞

　　　◎　良Drより

　　　　　　南病棟のインフルエンザの流行は終息したようですが、油断すると蔓延する　

　　　　　　恐れがありますのでそれぞれ注意していきましょう。観察室に居られる長根實様は軽快され、CDユニットに戻りますが未だ全快していない為２０６号室

　　　　　　で１週間位安静にして頂きましょう。

　　　　　急変の恐れある患者様

　　　　　　・長坂　才次郎様・・肺炎は少し良くなっていますが、胸水が増えている事

　　　　　　　　　　　　　　　　高齢である事、MRSA陽性である事等からいつ急変するかわかりません。注意して経過観察しましょう。又

　　　　　　　　　　　　　　　　MRSAを拡大させない為にスッタフの手洗いは充分に気をつけて行っていきましょう。

　　　　　　・その他奥利　うめ様、中村　松五郎様、宮　チヤ様、長根　實様、板垣

　　　　　　　　富蔵様等レベル低下見られていますので、注意して観察し見守りしまし

　　　　　　　　しょう。

　　＜受け持ち患者NCP評価・検討＞

　　　　野里　朝子様・・♯１臥床傾向のプランは解決されましたので終了とし、新しい

　　　　　　　　　　　　プランとなります。

　　　　　　　　　　　　♯１　下肢脱力あり歩行困難

　　　　　　　　　　　　　　P１-浮腫の軽減

1 浮腫の状態観察

2 浮腫時下肢挙上、休んで頂く

3 毎朝体重測定

4 トイレ誘導し排尿促す

5 出ない時は腹圧こころみる

　　　　見付　喜久様・・♯２インフルエンザは全快され解決した為終了となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　







































































































